
信濃川「川とのふれあい写真コンテスト」より

左：「放流」 木村栄作（新潟市）

右：「きれいに咲いて、コスモスの花」 川崎久松（新潟市）

下：「水鳥の住む川辺」 大滝新一郎（西川町）

西川排水機場の西川排水機場の

概要
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　 排水機場の概要

　　 流域の概要

　西川は,大河津分水路から分かれて蒲原平野の西側を貫いて流れ、新潟市で再び信濃川に合流する、長さ４４.５kmの一

級河川です。流域は弥彦山や角田山が連なる山系と、海岸に沿って発達した砂丘の背後に広がる田園地帯となっています。

　西川下流域は、全般に地盤が低いうえ、昭和４０年代からの急激な市街地化が進展し、大雨が降って河川などが氾濫した場

合、自然に水がひきにくく、水があふれるとポンプでくみあげるしかありません。実際、西川への自然排水はまったく不可能で、

すべてポンプによって強制排水を行っています。

海岸線に沿って連なる砂丘の後背の平坦地は、地盤が低く、昭和３０年代初頭より生じた地盤沈下によって、最も低いところ

で海抜−１.９mに及んでいます。

　西川下流域では、関屋分水路事業の一環として、昭和４８年度に信濃川との合流点に信濃川の逆流防止を目的として西川水門が設

置されました。

　その後、昭和５３年６月２６日の洪水で市街地一面に洪水被害が生じたため、内水排除を目的として西川排水機場が排水量４０m3/s

で平成５年度までに段階的に整備されました。

　しかし、平成１０年８月４日、新潟市を襲った集中豪雨は、西川へ排水を行う雨水ポンプの処理能力を超え、西川流域に甚大な被害

をもたらしました。この水害を契機として西川排水機場の排水能力を増強する「床上浸水対策特別緊急事業＊」を平成１１年度に着手し

ました。平成１６年３月に６号ポンプを増設する工事が竣工した結果、西川排水機場全体の排水能力は４０m3/sから６５m3/sに増強さ

れ、今日の私たちの生活を守っています。

＊ 「西川下流域総合的浸水対策事業」により国（国土交通省北陸地方整備局）が行った「西川排水機場の増強」を図る事業
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S53.6.26水害

H10.8.4水害

昭和５３年６月２６日

の洪水により、坂井橋

上流約１００ｍの左岸

堤が決壊し、浸水面積

９５.９ｈａ、浸水家

屋８０９戸の甚大な被

害をこうむりました。

この洪水を契機として

西川排水機場建設の緊

急性が高まりました。

新潟市を襲った８月４日の集中豪雨は、新潟地方気象台観測史上最大の６０分間降水量９７mm、日降水量２６５mmを記録し

ました。西川流域でも、ポンプの排水能力を超えた降水により、近年急激に宅地化が進んだ坂井輪地区をはじめとして、広範囲

にわたり浸水被害が発生しました。

過去の水害

●8.4水害 新潟市周辺被災状況

●新潟地方気象台が観測した過去の最大値を更新

寺尾西5丁目付近 下水路からの溢流は鉄砲水となって町内を襲った

大堀幹線は1mも冠水

例年をはるかに上回る大雨の猛威
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工事の主な経緯

主ポンプ仕様

西川の計画水量

平成５年度に完成した既設機場（排水量４０m３/s）に、平成１６年３月、６号機（排水量２５m３/s）が増設され、機場総排水量は６５m３

/sになりました。
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新通排水機場
（西蒲原土地改良区）

小新排水機場
（西蒲原土地改良区）

小新ポンプ場
（新潟市）

西川排水機場
（国土交通省）

大曲ポンプ場
（新潟市）

西川水門

　

昭和４８年
１１月完成
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昭和５９年
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主原動機

定格出力

西川排水機場の計画

総排水量

No.3・4・5主ポンプ

横軸斜流ポンプ

φ2000ｍｍ

10m
3
/s

3.6ｍ

106rpm

ディーゼルエンジン

456ｋＷ（620PS）

No.6主ポンプ

立軸軸流ポンプ

φ2800ｍｍ

25m
3
/s

4.35ｍ

164rpm

立形二軸式ガスタービン

1610ｋＷ（2190PS）

No.1・2主ポンプ

横軸斜流ポンプ

φ1500ｍｍ

5m
3
/s

3.4ｍ

130rpm

ディーゼルエンジン

235ｋＷ（320PS）



事業前の浸水被害状況

事業による浸水被害の軽減

西川下流域総合的浸水対策事業の効果＊

　平成１０年８月４日の豪雨では、西川

下流域の浸水被害は、床上・床下合わせて

１,２９５戸、冠水面積は４０２haにも及

びました。

平成１０年８月浸水実績

浸水面積（ha）

浸水戸数（戸）

１７

３５９

床上 床下 計道路
冠水等

５７

９３６

３２８ ４０２

１,２９５

道路冠水等

床下浸水

床上浸水

凡例

　平成１０年８月の水害を踏まえ、三者

一体で西川下流域総合的浸水対策を行った

結果、同規模の豪雨が降っても床上浸水を

大幅に軽減することができます。

事業実施後浸水区域

浸水面積（ha）

浸水戸数（戸）

０

０

床上 床下 計道路
冠水等

１６

２５５

７５ ９１

２５５

道路冠水等

床下浸水

床上浸水

凡例

＊ 平成１０年８月４日の水害を踏まえて、国（国土交通省北陸地方整備局）・新潟県・新潟市の三者が一体となり、再び浸水被害を出さないための対策事業



西川

信濃川

西川

１

排水機場のしくみ

　１〜５号ポンプ機場は、満水待機方式の採用に

より排水の迅速化や操作性の向上を図り、また冷

却水系統の簡素化などにより省スペース化を図って

います。

　６号ポンプ機場は、限られた設置スペースのため、主ポンプの高

速小型化をはじめ、吸込・吐出水路の高流速化、立形ガスタービン

採用などの様々な新技術を適用し、コンパクト化を図っています。

　　運転支援システム

運転支援監視操作設備を導入し、誤操作

の防止や円滑な運転の支援を行います。

　　遠方監視システムの導入

遠方からの迅速・効率的な操作など、将

来的な運転方法にも対応できます。

　　モニター監視操作の採用

グラフィックパネルを省略しモニター監

視することで、操作の信頼性向上とコ

スト縮減を図りました。

２

３

燃焼ノズル出力タービン

燃焼室

出力軸

空気圧縮機タービン

空気圧縮機

給気（空気）

排気ガス

中央操作室

主ポンプ 羽根車組付状態

主原動機

主軸

軸封装置（ラビリンスシール）

ケーシング
（吐出しボウル）

ケーシング
（吐出しエルボ）

羽根車

山形ライナ＋ベルマウス

監視画面の一例

水中軸受（セラミックス軸受）



〒９５１-８１５３ 新潟市中央区文京町１４-１３

TEL.（０２５）２６６-７１３１

関屋出張所 TEL.（０２５）２６７‐６８５７
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信濃川下流
河川事務所

信濃川「川とのふれあい写真コンテスト」より
「反照に輝くすすき（西川）」 山井義雄（新潟市）

国土交通省 北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所
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